
 

「東名ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画（素案）」区民意見募集実施結果について 

 

 区民意見募集にご協力をいただき、ありがとうございました。実施結果について、下記の

とおりご報告いたします。 

 

１．区民意見募集の実施結果 
 
 ・期間：平成27年7月15日（水）～平成27年8月31日（月） 

 ・媒体：区のお知らせ（7月15日）、区のホームページ、区内施設への閲覧資料配架、 

上部空間等利用ニュース第３号 

 ・受付状況：２８人（意見数３４件） 

 ・素案報告会開催（平成27年8月17日開催 参加者２４人） 

 ・区民意見等内訳 

区分 人数 
はがき ５ 
ファクシミリ ９ 
ホームページ ２ 
持参 １ 
素案報告会意見 ７ 
その他 ４ 

合計 ２８ 
 
２．「東名ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画（素案）」区民意見募集における意見と、

区の考え方（平成27年10月30日時点） 
 
別紙をご参照ください。 

 なお、平成27年8月17日に開催した素案報告会の配布資料につきましては、区のホーム

ページをご覧いただくか、砧総合支所街づくり課にて配布をしております。 

世田谷区ホームページ→住まい・街づくり・交通→街づくり→街づくり→ 

砧総合支所管内の街づくり→東京外かく環状道路東名ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画 

 

３．「東名ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画（素案）」の位置づけと今後の進め方 
 
本素案は、地域の皆様のご意見を踏まえ区が基本方針とゾーニングをまとめたものです。 

今後、本素案を基に、外環事業者（国土交通省や高速道路株式会社）や東京都等の関係機

関と協議・調整を行います。 

また、平成 26年度に地域の皆様にご参加いただき取りまとめた「上部空間等利用計画・

ワークショップ案」や、本素案に対する区民意見募集等、皆様のご意見を踏まえるとともに、

東名ジャンクション周辺地区の街づくりとの整合も図りながら、平成 28年度以降に「東名

ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画（案）」を作成します。 

上部空間等利用計画（案）では、上部空間等利用が可能な範囲を確定し、施設整備の主体

や管理区分を明確化したうえ、より具体的な計画づくりに向け、今後も皆様のご意見を伺っ

てまいります。 

平成 27年 11月 15日 

砧総合支所街づくり課 



【別紙】

番
号

項目 ご意見（原文） 区の考え方

1
上部空間
等利用（全
般）

　現状を見ますと、多摩堤通り、世田谷通りから
はやや見え難い場所にあります。そこで、住民
が憩える賑わいを創生することがとても重要だ
と思います。そのためにはいくつかの検討課題
があります。
①路線バスの迂回や停留所など、交通の至便
性を向上させるための方策の検討。
②みどりとみずと農のある憩いの公園とありま
すが、これでは静的すぎるように思います。地
方ではバラ園を造って成功した例もあります。
③思い切って、ティーハウスの営業などを民間
に委託することも良いと思います。
④練馬の埼玉外環部分がなぜ利用されていな
いのか、住民に公表してください。

①上部空間等が、誰もが利用し交流できるにぎ
わいの場となるよう、上部空間等利用計画（案）
づくりを進めてまいります。併せて、周辺の交通
環境の改善など必要な検討も進めてまいりま
す。
②③具体的な公園整備の計画づくりや上部空
間等のにぎわいづくりについては、今後、いただ
いたご意見を参考に、検討してまいります。
④練馬の外環部分に関するご要望について
は、練馬区に伝えてまいります。

「東名ジャンクション(仮称)上部空間等利用計画（素案）」

　日頃から、みどり３３の実現にご尽力頂き感謝
申し上げます。
　上部空間利用についても、周辺街づくり計画
についても、数次におよぶワークショップや街歩
き等を実施され、多数の素晴らしい意見が数多
く寄せられていることと思います。
　この様な機会は地元にとっても、又世田谷区
にとってもそうあるものではないと考えます。
　同じ外環予定地上部にある小田急線北側に
展開する野川を中心として、東に国分寺崖線、
西にきたみふれあい広場、更に東に戻って野川
緑地広場他が、昨年日本生態系協会の「関東・
水と緑のネットワーク百選」に選ばれました。
　現在検討されている外環東名JCT周辺は、こ
の成城４丁目と喜多見９丁目にまたがるエリア
にひけを取らぬ資源に恵まれております。
　近くには野川をはさんで今回大量の埋蔵文化
財の出た国分寺崖線の殿山や次大夫堀、いく
つもの社寺や農村風景、更には東に砧公園、西
に多摩川と将来の素晴らしい環境が約束された
ようなエリアです。
　統一のとれた植樹や緑化を実施していただけ
れば、必ずや１０年・２０年後には素晴らしいみ
どりの帯になるでしょう。
　近々、喜多見で農大の先生によるシンポ
ジュームも実施されるとお聞きします。
　是非、この機会に個々のアクションエリアでは
なく、全体を一つのアクションエリアととらえて、
新しい「みどり３３」の核を一つ増やす動き・活動
を盛り上げていただきたい。
　先ずは、貴意を得、意見申し上げる次第です。

２
上部空間
等利用（全
般）

　ご指摘の通り、上部空間等を含む東名ジャン
クション周辺地区では、野川や国分寺崖線など
地域の資源を保全し、自然環境を活かしたみど
り豊かな街づくりを進めてまいります。

区民意見募集における意見と、区の考え方（平成27年10月30日時点）

※ご意見については、原文を尊重し、掲載させていただきました。



３
上部空間
等利用（全
般）

　野川沿いの並木から「さくら」の文字が消えて
います。検討会の資料を見てもかなり「桜並木」
としての要望があります。何故桜並木としたの
かは、単に緑豊かな空間としての位置づけでは
なく、この場所を桜の名所にしたいという願望が
あったからです。私自身もそうです。春の頃は野
川沿いの桜を眺めに来る人、桜を愛でながら広
場でくつろぐ人で賑わうといった、街づくりの一
つのキー（目玉）になる対策として提案したもの
です。
ただ単に「桜も樹木だから同じ」ではありませ
ん。全く意味が異なります。そして何ら新鮮さが
感じられず、従来の街づくりと何が違うのか、聞
き手も聞き流して終わりでしょう。正直言って、あ
れだけ論議したことの意図が伝わらず、寂しく感
じます。
そしてこれは、エリアマネジメントの一つ（地域
の魅力づくり）になるのではないでしょうか。
事務的に処理するのではなく、あそこに住む人
の立場で、住民が何を求めてあのような提案を
しているのか、提案の意図を十分考えてくださ
い。
そしてただ様々な機能の寄せ集めで一体感の
ない計画ではなく、この場所がどのような場所
か一言で言い表せるような、またイメージできる
ようなものにしてください。

　上部空間等利用計画（素案）は、地域の皆様
のご意見を踏まえ区が基本方針とゾーニングを
まとめたものです。
　本素案を基に、今後、関係機関（外環事業者
や東京都等）との協議・調整を進め、上部空間
等利用計画（案）づくりを進めてまいります。
　野川沿いの桜並木のご要望も踏まえ、地域の
魅力アップに繋がる上部空間等利用計画（案）
づくりを検討してまいります。

４
上部空間
等利用（全
般）

　外環による地域分断を解消するよう、地域力
を高める上部空間等利用を期待する。

　上部空間等を利用して、交流できる様々な地
域コミュニティの場を設けるよう、上部空間等利
用計画（案）づくりを進めてまいります。

５
上部空間
等利用（全
般）

　上部空間等利用計画（素案）ではゾーン区分
までを示している。今後、より詳細な上部空間等
利用計画を策定していくことになるが、計画策定
においても住民が参加できるような機会はある
のか。

　上部空間等利用計画（素案）を基に今後、上
部空間等利用計画（案）づくりに向けて、関係機
関（外環事業者や東京都等）との協議・調整を
進め、区域や整備主体、管理区分を決めてまい
りますが、その過程でも区が利用できる部分に
ついては、引き続き皆様のご意見を伺いながら
進めてまいります。



６
上部空間
等利用（全
般）

上部空間等利用計画報告会の感想
　東名JCTの上部空間等利用計画はおよそ４．
５ha巨大な公共施設が地区住民にとって迷惑施
設として建設に反対する意見を抑制するために
検討されてきたように思えます。
　上部空間だけでなく高架下も利用して安全、
安心や生活環境の心地よい緑を含めた街づくり
によって迷惑施設のマイナスイメージを払拭しよ
うとする意図が強く感じられます。
　その為かJCT施設の中で重要な換気所や料
金所の存在や緑の減少、景観への影響などの
懸念についての情報を排除した中で環境維持
に向けた環境対応策としての利用計画になって
います。
　このような利用計画だけで迷惑施設のマイナ
スイメージをプラスイメージに転嫁しようとしてい
るしか感じられません。
　建設事業側の立場にとって都合の悪い情報を
示さないで都合の良い部分の情報操作での利
用計画づくりです。
　学識経験者や住民の意見を利用して無関心
な住民、受動的に受け止めやすい傾向にある
住民からの参加者と意見を期待出来ない状況
を感じました。
　行政の利用計画を無条件に受け入れ、考える
ことなく進んでいくことに不安を感じます。

　東名ジャンクション（仮称）の整備による影響を
少しでも防ぐため、上部空間等を未来に引き継
ぐ地域の資産としていきたいと考えております。
今後とも、皆様のご意見を伺いながら、上部空
間等利用計画（案）づくりを進めてまいります。

７
上部空間
等利用（基
本方針）

　上部空間等利用計画の基本方針では、地域
の防災拠点としての位置付けがある。阪神・淡
路大震災では、高速道路が崩壊し、被害の要因
となっていたことを考えると、高架下は地域の防
災拠点として安全と言えるのか疑問である。コン
クリートの耐用年数はどの程度なのか、将来４０
年後に災害が発生したとして果たして安全とい
うことができるのか。災害拠点として位置付ける
のであれば、学校の校庭や体育館など広い地
面のある場所こそ、災害時に必要だと思う。

　高速道路株式会社より、「東名高速道路の構
造物は、阪神・淡路大震災を踏まえた耐震補強
を講じている。また、東京外かく環状道路の構
造物は、東日本大震災を踏まえた技術基準に
基づいて工事を行う。」と伺っております。
　また、「耐用年数については地域毎の気象環
境や交通特性などにより異なるが、適切な維持
管理を行うことで、長期的な高速道路の安全・
安心を確保し、高速道路機能を将来にわたって
継続的に維持できるよう取り組んでいく。」と伺っ
ております。
　高架下における地域の防災拠点としての利用
につきましては、青空部分も含め、災害時には
資材や物資を一時的に保管し、平常時には防
災訓練を行うこと等を想定しております。
　いただいたご意見を踏まえ、上部空間等利用
計画（案）づくりを検討してまいります。



８
上部空間
等利用（基
本方針）

　上部空間等利用計画の基本方針の３）に記載
されているが、上部空間等利用の対象となる区
域は、地域の防災拠点として利用できると思う。
しかし、３）の最初に記述されている「東京外かく
環状道路は都心に集まる幹線道路と連結する
ため、震災時にはそのネットワークを生かした
救援物資の輸送などが可能となるとともに」の
部分は不要だと思われる。災害が起きれば、高
速道路は通行できなくなる。特に外環道は地下
であるため、車を放置して徒歩で避難すること
になるだろう。したがって、震災が発生すれば高
速道路は使えなくなり、救援物資の輸送はでき
ないと思われる。また、この記述は外環そのも
のに関する記載であり、上部空間等利用計画と
は直接関係ないのではないか。
　また、地方での災害時に備えるなどの内容は
なくてもよいと思う。これまで話し合ってきたの
も、地域で使えるようにしようということであっ
た。

９
上部空間
等利用（基
本方針）

　この地域の防災のための拠点については理
解できるが、他の地域に災害があった場合の対
応を記載することには疑問がある。

１０

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　周辺まちづくりのワークショップ参加し、概要版
を拝見しました。当初の区の参考プランでは障
害者の福祉施設+農が際立っていましたが、
ワークショップでは近隣高齢者を主たる対象とし
た福祉施設が必要だとの意見が多かったはず。
また、農をしたい、するべきだとの意見はワーク
ショップのどのグループからも出ていなかったの
ではないでしょうか。さらには、近隣自治会事務
所も要望してきたが、どこにも記載がありませ
ん。

　平成26年度に開催した上部空間等検討ワー
クショップでは、高齢者福祉施設や近隣自治会
事務所、障害者福祉施設、農とのふれあいが必
要とのご意見をいただきました。
　ご指摘のあった障害者施設や農の風景と触れ
合える場については、区の施策として必要な施
設であり、上部空間等利用計画（素案）に記載
するとともに、今後、具体的な検討を進めてまい
ります。
　また、高齢者や地域の皆様が利用し、交流で
きる様々な地域コミュニティの場を設けるよう、
ワークショップ等、地域の皆様のご意見を踏ま
え、上部空間等利用計画（案）づくりを検討して
まいります。

１１

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　高速道路の高架下に設置が計画されている
人が集まる次の施設はやめるべきである。
１、喜多見小学校第二校庭
２、体育室・運動広場
理由：直下型地震による大震災が想定されてい
る東京においても、阪神淡路震災で発生した高
速道路高架の倒壊・崩壊のような事象が発生し
ないとは言えない
高架下の施設は大変危険であり、まして多数の
人が集まる様な施設を設置すべきではない。

　高速道路株式会社より、「東名高速道路の高
架の橋脚は、阪神・淡路大震災を踏まえた耐震
補強を講じている。また、点検等を実施しなが
ら、適切な維持管理を行い、必要に応じて補強
工事などの対応を行っている。」と伺っておりま
す。
　区としても、東名ジャンクション(仮称)におい
て、できるだけ多くの有効利用を進めていきた
いと考えております。高架下に区民施設を設置
するにあたっては、ご指摘のようなご心配に対し
ても、高速道路株式会社と協議・調整を図り、安
全・安心の確保に努めてまいります。

　地域や住民の生命・身体・財産を災害から守
るため、区と防災関係機関が災害対策を実施
することを定めた「地域防災計画」において、震
災時の外環道の位置づけについて「震災時に
は、交通ネットワークを活かした救援物資・資機
材の輸送路、大型重機の移送路として、大きな
役割が期待されている」としております。この位
置づけを踏まえ、基本方針の３）について記載
いたしました。
　東名ジャンクション(仮称)の整備に伴う上部空
間等利用については、いただいたご意見を踏ま
え、上部空間等利用計画（案）づくりを検討して
まいります。



１２

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　ランプ近傍に設置予定の福祉・交流・防災拠
点は別の場所に移動すべきである。
理由：直下型地震によりどのような２次災害が
発生するか予測できないが、トンネル内を走行
中の車両が多重追突事故を起こし大火災にな
る可能性が高いと思われる。
火災の発生により熱気や炎がランプ部から地上
に吹き出すことを考えると、その近傍に人が集
まる拠点を設けるべきではない。

　外環事業者（国土交通省・高速道路株式会
社）より、「発災時の煙の換気運用や安全対策
について、他の道路トンネルの事例や、学識経
験者の意見を踏まえながら検討を行っている。」
と伺っております。
　区としても、東名ジャンクション(仮称)におい
て、できるだけ多くの有効利用を進めていきた
いと考えております。ランプ近傍に区民施設を
設置するにあたっては、ご指摘のようなご心配
に対しても、高速道路株式会社と協議・調整を
図り、安全・安心の確保に努めてまいります。

１３

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　小学校の第二校庭とあるが、そこで児童が遊
んでいるときにコンクリートが落下して被害が出
るのではないか。

　高架下空間の利用にあたっては、コンクリート
はく落防止用のシート（連続繊維シート）を高速
道路の橋の下面に接着する等、コンクリートの
はく落の対策を講じて、安全・安心の確保に努
めてまいります。

１４

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　上部空間等利用計画（素案）のゾーニング図
に河川管理用通路が示されていない部分があ
るが、将来、この示されていない部分の河川管
理用通路は確保されないのか。

　野川の河川管理用通路は、外環工事終了後
も現状と変わらず残り、自転車と歩行者の通行
ができます。
　なお、ゾーニング図等については、今後、見や
すくなるよう工夫してまいります。

１５

上部空間
等利用
（ゾーニン
グ図・ゾー
ン区分）

　上部空間等利用計画（素案）の緩衝緑地につ
いて、喜多見小学校の周辺では緩衝緑地の幅
が広くなっているが、野川沿いの喜多見六丁目
辺りではその幅が狭くなっている。野川沿いの
部分も、喜多見小学校周辺と同じようになるべく
多くの樹木を植えて緑化してほしい。できれば、
ジャンクション周辺の全てが緑化できるとよい。

　トンネルの出入口等、野川に並行する外環道
の開削部分については、それに沿って緑化を図
り、高速道路の影響を軽減する緩衝緑地帯とす
る計画としております。今後、緩衝緑地の具体
的な検討を進めていく中で、樹種や緑地帯の幅
など、皆様のご意見を伺いながら進めていく予
定です。

１６
上部空間
等利用（施
設整備）

　ぜひ、ドッグラン（常設）を作って下さい。 　区立公園のドッグランは、公園の規模や近隣
住宅との距離などの特質を踏まえ、多様な公園
利用と調整を図りながら、曜日や時間を限定し
た「利用調整型のドッグラン」として行っておりま
す。ご理解ください。

１７
上部空間
等利用（施
設整備）

　世田谷区民のみならず、国際的にも利用可能
な多目的総合スポーツ体育施設の建設を望ん
でおります。緑にセパレートされた美しい外観と
陸上トラックを始め、屋内競技場（水泳競技も含
む）の建設に伴い、環境の整備が必要。ショッピ
ングモールや地元商店の出展により、世田谷区
全体の地名の上昇や世田谷区活性化につなが
ると考えられる。又、区民からも活躍される選手
が輩出される事が考えられます。期待をしてま
す。

　上部空間等の利用に際しては、道路占用の制
限・条件等があるため、設置が難しい施設がご
ざいます。ご理解ください。



１８
上部空間
等利用（施
設整備）

　東名ジャンクションの上部空間の利用につい
てですが、現在の野川より、より良くなるよう希
望します。現在の野川では、犬の散歩、ランニン
グや歩行者、自転車など、１つの遊歩道を利用
しており、あまり整備されていない様に感じてい
ます。新しい上部空間では、自転車コースや人
の歩く遊歩道とか分けてくださるとありがたいで
す。又、高齢者や障害のある人が利用しやすい
様、車椅子の動きやすい道（道路）やエレベー
ターなどつけていただきたいです。

　具体的な整備にあたっては、ユニバーサルデ
ザインを考慮するなど、安全で快適な道づくりに
努めてまいります。

１９
上部空間
等利用（施
設整備）

みどりとみずと農のある憩いの公園
　私は長年、喜多見６丁目に居住し、この度の
外環による住居接収により立ち退いたもので
す。私たち家族はこの地域が好きで引き続き喜
多見６丁目に住居を構えました。４世代が引き
続き喜多見６丁目に住んでいます。
　この地域をより良い環境にするため、今回作
られる公園をより有効に活用できるようにして頂
きたいと願っております。
　私は長年にわたり砧小学校を中心とした少年
サッカーチームを指導してまいりました。現在は
孫もこのチームにお世話になっております。
　以前から感じていたことですが、小学校の校
庭以外では安心してボールを蹴られる広場がな
く、クラブ活動以外で気軽に子供達だけで練習
のできる環境が近くにあればいいなと思ってお
りました。
　今回作られる公園にこのような広場をぜひ
作って頂きたいと思います。
　自分の住んでいた場所で孫たちと一緒にボー
ルを蹴ることが出来れば、この上ない幸せで
す。よろしく、ご検討お願い致します。

　具体的な公園整備の計画づくりについては、
いただいたご意見を参考にし、上部空間等利用
計画（案）づくりや各施設整備計画づくりを検討
してまいります。

２０
上部空間
等利用（施
設整備）

　防災を考えるのなら、救急医療施設を上部空
間の適切な場所に設けるべきである。
　トンネル内で発生する人身事故への対応施設
が必要である。
　大震災時には救急車を含め遠方への搬送は
困難であるから、ランプ部等の地上へのアクセ
ス部に近い場所に救急医療施設を設置しておく
必要がある。

　地域や住民の生命・身体・財産を災害から守
るため、区と防災関係機関が災害対策を実施
することを定めた「地域防災計画」において、災
害時における医療救助活動の協定等を社団法
人世田谷区医師会、社団法人玉川医師会と締
結しています。また、平時の救急医療機関も１４
病院が指定されています。砧地域では直近で至
誠会第二病院となっています。ご理解ください。

２１
上部空間
等利用（施
設整備）

　障がい者のための施設の建設をお願いしま
す。特に短期入所の希望が増加していますが、
ほとんど受けてもらえないという状況ですので、
是非、その枠を増やしていただけるとありがた
いです。
　又、地震などの災害のための福祉避難所とし
ての機能も備えていただくと安心です。

　障がい者施設等の設置についてのご意見を
参考にし、上部空間等利用計画（案）づくりや各
施設整備計画づくりを検討してまいります。



２２
上部空間
等利用（施
設整備）

　殿山の横穴墓が２基出ていたが、また、１５基
出土した。上部空間利用で横穴墓を再現するな
ど、地域資産として継承する整備をしてほしい。

２３
上部空間
等利用（施
設整備）

　遺跡が多く出土している。出土品などを展示で
きる上部利用計画を考えてほしい。

２４
上部空間
等利用（施
設整備）

　上部空間等利用計画（素案）の中で、野川沿
いに並木を作るということだが、マラソンができ
るくらいの歩行者空間を確保してほしい。

　外環と野川の河川管理用通路の間に並木を
植栽する計画であり、河川管理用通路は、外環
工事終了後も現状と変わらず残り自転車と歩行
者の通行ができます。

２５
上部空間
等利用（整
備時期）

　上部空間等利用のスケジュールは、外環工事
の進捗状況によってはずれてくるのではない
か。外環工事について私が知っているのは、本
線トンネル工事が平成31年度に終わる予定だと
いうことだが、その他の工事はこの後どう進む
のか。上部空間等利用の整備工事は、外環工
事の進捗状況によって、いつから始められるか
が決まってくると思う。

　上部空間等利用の施設整備の工事着手時期
は、原則として、外環事業完了以降となります。
上部空間等利用計画（案）づくりや各施設整備
計画づくりを進めながら、外環事業の進捗状況
を確認し、施設整備の工事着手時期の調整に
努めてまいります。

２６
上部空間
等利用（整
備時期）

　近隣住民に高速道路車両による環境軽減を
考慮してもらう為、７）緩衝緑地　及び　８）野川
沿いの並木　を、高速道路利用車両走行可能
時期と同時期に完成してください。
　近隣住民は、毎日のように散歩、ジョギング等
でこの辺を利用しています。毎日の生活習慣に
悪影響が出ないように、緩衝緑地及び並木の先
行（道路完成時と同時期）工事の着手をしてくだ
さい。

　上部空間等利用の施設整備の工事着手時期
は、原則として、外環事業完了以降（高速道路
の通行開始時期以降）となります。できるだけ早
期に整備できるよう、外環事業者（国土交通省・
高速道路株式会社）と協議・調整を図ってまいり
ます。

２７

東名ジャン
クション周
辺地区街
づくり

　外環施工側の考える機能補償道路と、世田谷
区が道路ネットワークとして区道の規格の整合
性が明確でありません。道路幅は計画図に提
示されていますが、ライフライン（上下水道、ガ
ス、電気、ＩＴ網等の地中線化）は明確にされて
おりません。

　都市における道路は、自動車の通行だけでは
なく、子どもから高齢者、障害者など様々な人が
色々な目的や手段で移動します。また、道路は
災害時の防災空間や、にぎわい創出や交流の
場などの生活活動空間として貴重な公共空間
でもあります。区は、このような利用者の多様性
や道路の機能の多面性を考慮し、地域特性を
踏まえた道路の配置計画により将来道路網の
形成をめざしております。機能補償道路整備計
画案については、外環事業者と世田谷区で協
議しながら外環事業者が取りまとめ公表したも
のです。ライフライン等の詳細については、外環
事業者や関係機関等と引き続き調整を図ってま
いります。

　発見された殿山横穴墓群は、地域の歴史を伝
える大切な遺跡であると認識しており、区として
も、何らかの形で継承できる工夫がないか、外
環事業者等関係機関へ伝えてまいります。ま
た、外環事業者とともに、遺構や出土遺物など
を広く知っていただけるような検討も進めてまい
ります。



２８

東名ジャン
クション周
辺地区街
づくり

要望
　中野田橋の拡張工事と接続道路の拡幅工
事。
　世田谷通りから中野田橋を経由して喜多見７
丁目に達する道路の改良工事。
理由
①外かん道路の上部空間の利用
②喜多見７丁目は畑地で長く耕作されていな
い。
③利便性が高く、街づくりには有効な施策と思
料されます。

　ご要望いただいた道路については、区でも必
要な道路と認識しており、区の道路の新設・拡
幅整備に関する総合的な方針となる「せたがや
道づくりプラン」において、主要生活道路（幅員
10～13ｍ程度）として位置づけております。事業
化の時期は決まっておりませんが、周辺街づく
りの中で必要とされる道路整備は機会を逃すこ
となく検討してまいります。

２９

東名ジャン
クション周
辺地区街
づくり

　素案報告会配布資料のP44の「３．道路ネット
ワークの配置案」の中で、外環事業者が整備す
る道路が水道道路につながっていることは困り
ます。通過交通量が多くなり、スクールゾーンで
もあるので危険です。水道道路と連絡しないで
下さい。
　同じくP46の「５．先行して進める路線案」につ
いても拡幅することで世田谷通りと多摩堤通り
を結ぶぬけ道となるので、交通量が多くなり危
険です。慎重に検討されます様お願いします。

　外環事業者が整備する道路(機能補償道路)
は、外環の整備に伴い分断されるなど機能を
失ってしまう既存道路の機能回復や事業区域
沿道への接道を考慮する必要があることから、
整備は欠かせないと考えております。その結
果、機能補償道路が水道道路につながることと
なります。
　また、区が東名ジャンクション周辺地区で検討
している道路計画でも、通過交通対策は重要な
ことと認識しております。今後も、外環事業者や
交通管理者とともに交通安全対策や通過交通
対策等について、地域の皆様のご意見をお伺
いしつつ、引き続き具体的な検討を進めてまい
ります。

３０

東名ジャン
クション周
辺地区街
づくり

　今後の街づくりの進め方についてだが、道路
整備を進めていく段階で、一時的にヘビ玉状の
道路ができてしまうのは仕方ないと思う。ただ、
道路拡幅部分に迷惑駐車されてしまうなど、早
い時期に協力した住民が泣きを見ないよう工夫
していただきたい。

　拡幅した道路空間の適正管理は非常に大切
なことであると考えております。どのような対策
が可能であるか検討したいと考えております。

３１

東名ジャン
クション周
辺地区街
づくり

　周辺街づくりで示された道路ネットワークの配
置案について、今回、素案報告会で説明があっ
たが、配置案で示された道路沿いにお住まいの
方にも説明が必要ではないか。

　区としても説明が必要であると考えております
ので、今後、「道路ネットワークの配置案」で示し
た路線ごとに、住民の皆様に説明し、ご意見を
伺う機会を設けます。

３２
外環事業
（機能補償
道路）

　当初から要望してきましたが、砧小学校から
の下り坂での自転車事故が自宅前で多発する
など、非常に危険な道路事情だという認識があ
ります。また、水道道路は小学生の通学路でも
あることから、子供達や高齢者等交通弱者に配
慮した計画が優先されるべき課題となる。こうし
た水道道路に、新たに多摩堤通りに接続する道
路を整備することはさらなる事故を誘発する道
路となる可能性がある。機能補償道路を整備す
る際は、通過交通（流入）を規制し、また歩行
者・自転車など近隣住民の安全と生活とを第１
としたプランにすることを強く要望します。

　外環事業者が整備する道路(機能補償道路)
は、外環の整備に伴い分断されるなど機能を
失ってしまう既存道路の機能回復や事業区域
沿道への接道を考慮する必要があることから、
整備は欠かせないと考えております。その結
果、機能補償道路が水道道路につながることと
なります。
　今後、外環事業者が通過交通対策や交通安
全対策等について、地域の皆様のご意見をお
聴きしつつ、引き続き具体的な検討を進めてい
くと伺っております。区としても、通過交通対策
や交通安全対策等は重要なことと認識してお
り、今回いただいたご意見についても、外環事
業者に伝えてまいります。



３３
外環事業
（機能補償
道路）

　喜多見大橋と世田谷通りの間で多摩堤通りに
交差する機能補償道路があるが、この機能補
償道路からは多摩堤通りに右折できない。利用
できないような道路ができても仕方がないと思
う。

　機能補償道路の交通規制につきましては、周
辺道路とのネットワークとの整合を図りながら、
接続する多摩堤通りの道路管理者である東京
都や、交通管理者との協議が必要と考えており
ます。
　現在、外環事業者において機能補償道路につ
いて検討が行われておりますので、その中で十
分に考慮するよう伝えてまいります。

３４
外環事業
（外環本体
事業）

　喜多見６丁目の住環境は外環が地上に出てく
る所となり、料金所やランプの建設があり、大変
悪化すると心配しています。

　平成２１年４月に国土交通省並びに東京都が
公表した「東京外かく環状道路（関越道～東名
高速間）対応の方針」にも記載のとおり、本事業
は、法に基づき環境影響評価の手続が適切に
行われており、平成１９年４月に公表された環境
影響評価書及び平成２４年３月の事後調査の
計画に記載した内容に従い、事業の進捗にあ
わせて事後調査を実施することとしています。
　区としましては、対応の方針により公表された
内容が今後も適切に実施されるよう、外環事業
者に求めてまいります。


